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第２部の特別講演会では、「我が相撲道に一片の悔い
なし」を演題に二所ノ関親方（第７２代横綱　稀勢の里）
より、大怪我等の試練を乗り越えての優勝や横綱昇進
など、ピンチをチャンスに変え続けた相撲人生や心と
の向き合い方について講演していただき、講演会最後
の質問コーナーでは、真摯にご対応していただきまし
た。
最後に野口理事がお礼の挨拶を行い、約１時間の講
演会は終了いたしました。
第３部の懇親会は、ご来賓の茨城県産業戦略部　次
長兼産業技術短期大学校校長　榊原利至様よりご祝辞
をいただき、上田顧問のご発声による乾杯で始まりま
した。３年ぶりの開催となった懇親会では、会員相互
の親睦と交流を大いに図ることができました。
懇親会中では、新入会員の株式会社ドットネクスト
の紹介を行い、取締役　鯨岡慎一様よりご挨拶をいた
だきました。
中締を大塚副会長の挨拶により盛況のうちにお開き
となりました。
会員の皆様には最後までご出席いただき、誠にあり
がとうございました。

２０２２年６月８日（水）ホテルレイクビュー水戸に
おいて、正会員５２社のご出席をいただき、コロナ感
染防止対策徹底のもと２０２２年度定時総会が開催さ
れました。
総務広報委員会　皆川委員の司会進行により、ご来
賓の茨城県知事　大井川和彦様、茨城県産業戦略部　
次長兼産業技術短期大学校校長　榊原利至様、茨城県
政策企画部　情報システム課　副参事　江口東寛様の
紹介に続き、清水副会長の開会の挨拶で始まり、塙会
長の挨拶があり、ご来賓の茨城県知事　大井川和彦様
よりご祝辞をいただきました。
総会議事審議では、第１号議案、第２号議案、第３
号議案いずれも原案通り承認されました。審議終了後
に今回新会長に就任した小林会長よりご挨拶をいただ
きました。
最後に新入会員の株式会社ネクシモの紹介を行い、
代表取締役　山形勝様よりご挨拶をいただきました。

開催日 2022年６月８日（水）

会　場 ホテルレイクビュー水戸

2022年度 定 時 総 会 開 催
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皆様、こんにちは。
本日はお忙しい中、2022年度定時総会にご出
席を賜り、厚く御礼申し上げます。2019年以来、
3年ぶりに本来の形で総会を開催することができ、
非常に感慨深いものを感じております。

本日の総会には、ご来賓として茨城県知事　
大井川　和彦様、産業戦略部　次長兼産業技術大
学校長　榊原　利至様、政策企画部　情報システ
ム課　副参事　江口　東寛様に、お越しいただい
ております。公務ご多忙の中ご臨席を賜り誠に有
難うございます。

県におかれましては、県立産業技術短期大学に
おける、高度なデジタル人材の育成、また、産業
技術イノベーションセンターにおける、新たなビ
ジネスプランの構築支援や、最先端の技術に触れ
る機会の提供など、大井川知事のリーダーシップ
のもと、県をあげてＩＴ業界に対しご尽力頂きま
して、厚く御礼申し上げます。今後ともご支援・
ご指導の程宜しくお願い申し上げます。

そして、総会の後には、特別講演会として　第
72代横綱　稀勢の里、二所ノ関親方をお招きして
おります。新しい「二所ノ関部屋」も今月5日に落
成式が行われたようです。どうぞ皆様楽しみにし
て頂ければと思います。

さて、昨年度は当協会が発足してから、おかげ
さまで25周年を迎えることができました。これも
ひとえに、会員企業の皆様、諸先輩方、茨城県は
じめ関係者の皆様のおかげです、厚く御礼申し上
げます。
設立当時のIT業界を振り返ってみますと、ちょ
うど日本でWindows95が発売され、インターネッ
トが一気に普及していった時代でした。企業から
個人へと広まり、私たちの仕事も生活も劇的に変
えていきました。そして、今後もAIやＩOt、5G

などで、社会や暮らし、産業に新たな変化をもた
らすと考えられます。
協会としましても、新しい社会、そして新しい
技術にしっかりと向き合い、引き続き産・官・学
と連携を図りながら、新しい事業にチャレンジし
て参りたいと思います。

昨年度の協会の事業については、コロナ禍によ
り様々な制約を受け縮小・中止となった事業もあ
りましたが、二つほど新しい試みとして実施して
おります。
一つはコロナ禍で中断しています得意技・先進
技術交流会の代わりに、ネット上で会員企業各社
の持つ製品や開発実績などを広くアピールできる
得意技紹介ページをIBISホームページに新設しま
した。まだ10社程度の紹介しかできておりません
ので、是非多くの会員企業の皆様に参加をお願い
したいと思います。
二つ目として水戸市とのデジタル人材育成に向
けたワークショップを実施し、自治体との協業で
新たなビジネスモデルを創出する取り組みを実施
することができました。
その他、各種セミナーや合同企業説明会をリア
ルやオンラインで実施することができました。今
後とも環境の変化に柔軟に対応し様々な形で事業
を継続実施して参りたいと思います。

また、会員各社様には、コロナ禍で大変な中、
各委員会へのご協力大変有り難う御座います。委
員会へ参加し、活動していく事は人材育成の点で
も重要な事と考えます。今後ともご協力を宜しく
お願い申し上げます。

私は、本総会をもって、会長職を退任する予定
でございます。コロナ禍の状況ではございました
が、関係各位から全面的なご協力を頂き、大過な
くその任を果たせました。この場をお借りしまし
て厚く御礼申し上げます。

結びとして、地域経済の発展と協会の更なる飛
躍を遂げるため、会員及び関係各位の皆様の変わ
らぬご支援・ご協力をお願い申し上げまして、挨
拶といたします。
この後、総会、講演会、懇親会と長丁場となり
ますが宜しくお願い致します。

本日は、ありがとうございました。

IBIS 2022年 定時総会

会 長 挨 拶

会長　塙　　　宏　之
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ギフトセットは左記 QR コードから
直送承れます！！！

ホテルオリジナル

アイスクリーム

販売中

2022年度 事 業 計 画 の 報 告 自 2022年 4月   1日
至 2023年 3月 31日

当協会は、平成25年に一般社団法人茨城県情報サー

ビス産業協会としてスタートしおかげさまで丸９年とな

りました。

昨年末に新型コロナウイルス感染症は終息すると思わ

れましたが、新たなオミクロン変異株の出現で世界的な

流行拡大となり協会活動は継続的に制限されました。今

年度は、新型コロナウイルス感染の終息状況を見極めな

がら新入社員合同研修会など前年度に実施できなかっ

た事業も含め、会員企業のために何ができるかを考えて

協会活動を強力に進めていきたいと思います。

本年度は、引き続き地域情報化の振興を目指し、官

公庁や関係団体及び会員相互の連携・協力も図りなが

ら情報サービス産業に係る事業の基盤整備やIT人材確

保・育成を通じ、県内情報サービス産業の健全な発展

に努力してまいります。

新年度の事業計画及び収支予算は理事会承認事項で

あり、2022年３月開催の理事会において承認されたこ

とをご報告申し上げます。

本年度も、会員の皆様のご支援ご協力をよろしくお

願い申し上げます。

は じ め に

１．調査・研究事業
⑴　新技術研究会の実施
国内視察研修会として会員から広く参加者を募り、
官公庁、各種研究機関及び民間企業の先端技術につ
いて県内外にも目を向けて視察会を実施し見識を高
める。
⑵　先進技術セミナーの開催
タイムリーなテーマを選定して国内先端技術に関
するセミナーを企画、広く参加者を募集し開催する。

２．啓蒙・普及事業
⑴　会員向け情報の収集と提供
会報「あいびす」は発行部数の増加など内容の充

実を図り、協会事業のPRならびに新入会員のご紹介
と会員相互のコミュニケーションの充実を図る。
官公庁ほか地元の高等学校、専門学校、大学及び
県立図書館に配布するとともに、電子データでホー
ムページにアップし、会員企業及び広く一般の方々
への周知を図る。
⑵　協会ホームページの充実と有効活用
内容の充実化と迅速なメンテナンスにより、協会
行事の案内、活動報告など各種協会事業と関係機関
の情報をアップし会員はもとより、県民、学生、企
業の皆様にわかりやすくPRする。また、電子公告と
して協会の財務諸表をホームページにアップする。

事 業 計 画

スローガン 「会員企業相互の交流を深めIT技術革新により地域社会に貢献する」
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コース№ コ　ー　ス　名 日程（令和4年）受講料

E1011
組込みソフトウェア開発者のためのテス
ト技法

	 9/	28㈬	.	29㈭
16,000円

E1021
機械制御のためのマイコン実践技術
（ＰIC18　C言語編）

	10/	10㈷	.	15㈯
	 	16㈰

17,000円

E1061
マイコンによる非同期・同期シリアル通
信技法（ＰIC18　C言語編）

	12/	10㈯	.	11㈰
13,000円

技術を身に付けた 人材を採用したい！ 技術を短期で身につけたい！
求職中の方を対象に、半年間で情報分野の技能を身につける職
業訓練を実施しています。採用のご予定がありましたら、ぜひ、
ポリテクセンター茨城の受講者・修了者をご検討ください。

生産情報プログラミング科
ICTエンジニア科

（企業実習付）

スマート情報システム科

主に在職中の方を対象に、２～４日間で専門的な技能を
身につける【能力開発セミナー】を実施しています。

日程が
合わない

内容を
変えたい

社内で
やりたい

オーダーメイドセミナーで
承ります。まずはお電話を

厚生労働省所管　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構茨城支部 TEL 0297-22-8845
ポリテク茨城 検索ポリテクセンター茨城

常総市水海道高野町 591（常総警察署隣）　　平日 8:45 ～ 17:00　 

訓練受講者・修了者の自己ＰＲ 【求職者情報】 は
ポリテクセンター茨城ホームページに随時掲載しています

【時間】9:15～16:00　【会場】ポリテクセンター茨城（常総市）

IBIS 各委員会報告

３．基盤強化事業
⑴　協会組織力の強化
協会組織力強化のために会員増強委員会を中心に
新規入会者の募集をすすめ、会員の委員会活動なら
びに協会事業への積極的な参加を促し組織力の強化
に努める。
新規会員募集のためIBIS会員親睦ゴルフ大会を会
員以外の皆様にも広く声をかけ開催する。
「新春の集い」及び定時総会席上で新入会員のご
紹介を継続実施する。

４．人材育成事業
⑴　合同企業就職説明会
会員企業のニーズを的確に把握し、茨城大学、茨
城県立産業技術短期大学校、地元電子専門学校と連
携を密にし、合同企業就職説明会を実現し、1社で
も多くの会員が参加できるように参加枠の拡大をお
願いし会員企業のための人材確保に尽力する。
⑵　新入社員合同研修会
会員企業の採用した新入社員を一同に集め「社会
人としての心得や生き方」「目標の持たせ方」など
新社会人としての基礎研修会を開催し、併せて会員
企業新入社員の交流を深める。
⑶　フォローアップセミナーの開催
会員企業の若手社員を対象に、「目標設定の明確
化」や「やる気の向上」をテーマに、振り返ること
の重要性を体感できるセミナーを開催する。年々、
研修内容をさらに充実させ、新入社員合同研修会と
の相乗効果を確かなものとし、会員企業若手社員同
士の研鑽とコミュニケーションの場とする。

⑷　総務関連セミナーの開催
人材育成に関する事業として、採用・教育・労務・
安全・健康等の総務関連全般について会員企業の
ニーズをとらえ実践型のセミナーを企画し開催する。

５．交流事業
⑴　定時総会の開催
全会員が直接参加し協会の基本的意思決定を行う
ため定時総会を開催する。
また、会員相互の研鑽の場とし、参加者との親睦
と交流を図る。
（注１）今年度は特別講演会開催の為、例年比プラス

110万円の予算を計上しています。
⑵　新年賀詞交歓会の開催
官公庁の関係者を招いて「新春の集い」を開催、
講演会と賀詞交歓会により、会員企業の参加者の親
睦と交流を図る。
⑶　IBIS得意技・先進技術交流会の開催
会員企業が得意とする商品・サービス等を発表す
る展示会IBIS得意技・先進技術交流会を開催する。
併せて「得意技紹介」としてホームページでPRする。
多くの会員企業に参加していただくと共に、来場者
には会員企業だけでなく、広く一般の方々や学生に
も来場してもらうことにより会員企業を広く地域に
PRしていく。

６．福利厚生事業
⑴　会員企業の社員のためのレクリエーションの実施
水戸地区と土浦地区の２会場でボウリング大会を
開催し、参加者、特に若手社員の相互の親睦と交流
を深める。
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茨城県立産業技術短期大学校

県立　　短大
「職業人としてのIT技術者」本校は、高度かつ実践的な

【事業主推薦による人材育成を行います！】
I T技術者を雇用する事業主による多様な形の入学者推薦に対応します。
お問い合わせやご相談をお待ちしております。

特色１ 特色３特色２
国家試験の高い合格実績
基本情報技術者試験に多くの学生が
合格しています。（資格取得者数
全国短大トップクラス）

社会人基礎力の育成
コミュニケーション能力やプレゼンテー
ション能力をはじめ社会人基礎力の向上
を重視しています。

企業との連携
茨城職業能力開発推進協議会と連携し、
産業界と一体となった人材の育成に取
り組んでいます。

問合せ先 メール：kyoumu@ibaraki-it.ac.jp
〒311-1131　水戸市下大野町6342

http://www.ibaraki-it.ac.jp

を育成する県立の短期大学校です。
茨城県

029-269-5500

Ibaraki Prefectural
Junior College of Industrial Technology

合 同 企 業
説 明 会 開催

は業務内容の説明等を、また学生さん達からの質疑
に対し応答等が行われました。
まだ就職に対して不安を持つであろう学生さんた
ちから少しでもその不安を取り除けた事と同時に、
現場の作業状況を聞けた事は学生さんたちにとって
今後の就職活動がプラスに繋がっていくと思います。
また会社側は多くの学生さんたちから考えや意見
が聞けた事で、とても有意義な企業説明会が行う事
が出来ました。
まだまだコロナ禍でやり繰りを考えながらでの開
催になりますが、今年度は100名を超す学生さんが居
ると伺っており、八文字学園 水戸電子専門学校様と
は今後も連携を図って行き、IBIS会員企業への就職
支援を行いたいと思います。

コロナ禍の影響により２年連続で中止となってし
まいました「得意技・先進技術交流会」の代替企画
として、IBISのホームページに会員各社の得意技を
紹介するページを開設しました（2022年３月）。
「得意技紹介」リンクよりご覧になれます。
会員企業12社の得意技計24コンテンツを「ソフト
ウェア製品」「 IoT製品」「ハードウェア製品」「サー

ビス」「開発実績」「AI製品」の６つのカテゴリに分
けてあります。お客様や学生へのアピール、並びに
会員同士の交流を促す効果を期待しています。
掲載の希望があれば、IBIS事務局までご連絡をお
願いします（１コンテンツあたり3,000円）。
今年度、事業推進委員会としては３年ぶりとなる
リアルな「得意技・先進技術交流会」を開催する計
画を進めておりますので、ご支援ご協力の程、宜し
くお願い申し上げます。

「得意技紹介」リンク開設

開催方法 1クール20分×５回

開 催 日 2022年３月14日（月）・15日（火）

参加企業 20社

今年も八文字学園 水戸電子専門学校様より依頼を
受け、昨年から開催を延期していた合同企業説明会
を３月14日～15日の２日に分けて実施しました。
今年もコロナ禍での開催となったため昨年同様に
座談会は中止とし、説明会を２日間に分けることで
密を避け90名強の学生さんに対し参加企業20社、１
クール20分の５ローテーションの形式で会社側から

学校法人八文字学園　水戸電子専門学校

総務広報委員会
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各種ギフト券類取扱い中【JCBギフトカード・グルメカード・QUOカード・カタログギフト】

名鉄観光サービス㈱水戸支店

お問合せ

住　所：水戸市泉町2-2-33 電　話：029-221-4528
担　当：結城武文 メール：mito＠mwt.co.jp

一日も早いコロナ禍の終息と、会員企業の皆様のご健康をお祈り申し上げます

日頃の感謝をこめて
貰って嬉しい商品券

商品券の「JCBギフトカード」は、名鉄観光サービス
店舗でご購入が出来ます。
有効期限がないからいつでも全国100万店以上の
JCBギフトカード取扱店でご利用いただけます。
身近で使える便利な商品券「JCBギフト」

1,000円
5,000円

100万店以上
の取扱店で
ご利用可能

有効期限
なし

京成百貨店、イオン、ケーズデンキ、ニトリ、ジョイフル山新、カインズホームなどで使えます♪

オンライン社員旅行・オンラインチームビルディング取扱中
家族旅行、グループ旅行お問い合わせください。

による

開催

IBIS 各委員会報告

デジタルトランスフォーメーション（DX）の機運がこ
れまでになく高まっている中、水戸市が抱える課題の
解決及び活力ある地域社会の発展と、官民において将
来必要とされるデジタル人材の育成に向け、IBIS会員
企業との連携によるワークショップを実施しました。

ワークショップ

実
施
内
容

（第１回）
❖デジタルトランスフォーメーション入門
❖デザイン思考入門
・DXの本質と、人間中心的課題解決手法とし
て注目されるデザイン思考について学び、簡
単なワークを挟みながら体験する。

（第２回）
❖サービスデザイン（グループワーク）
・各グループが設定テーマに関しての先進事例
を持ち寄り、デザインツールを活用しながら
問いを立て、それに対する課題解決アイデア
（新しい市民サービス）を発想する。

（第３回）
❖サービスデザイン（グループワーク）

（第４回）
❖サービスデザイン（グループワーク）

（第５回）
❖成果発表会

今回は、特に子育て・介護・高齢福祉といった福祉
分野に着目し、水戸市職員15名、IBIS会員企業社員13
名により、計５回のワークショップを実施し、３月29
日に水戸市長および塙会長にご参加頂き、成果発表会
を開催いたしました。
本ワークショップにおいて、企業が持つデジタル技
術をツールとして活用した市民目線の行政サービスに
ついて考察すると共に、IBIS会員企業におかれまして
も、行政への理解と自らの企業が持つ技術のブラッシュ
アップを図る上で、大変有意義な内容であったと思い
ます。
今回、自治体との協業による新しい取組みとなりま
したが、双方の親交がより深まり、新たなビジネスモ
デル創出の良い機会になれば幸いです。ご参加頂いた
会員企業の皆様に改めて御礼申し上げると共に、今後
も引続きご協力頂きますよう、よろしくお願いいたし
ます。

水戸市×IBIS会員企業
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オンライン企業説明会

オンラインによる開催（Google Meet）

2022年２月14日（月）・15日（火）
各社１回の接続（20分）
１日目11社、２日目10社、合計21社
56名	 情報システムコース…………… 20名
	 生産管理コース………………… 16名
	 情報セキュリティコース……… 19名
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「withコロナ時代を生き抜こう」

新型コロナの感染防止対策が始まってから２年目
の夏を迎えた。withコロナ時代となり日常生活や常
識は大きく変わりました。

活動制限は無くなり様々なイベントも再開され、
コロナ禍前のように買い物や飲食、娯楽を楽しむ
人も増えています。感染防止や生活様式の考え方は
色々あります。個々の考え方でコロナ時代を生き抜
きましょう。

2022年８月1日現在
Change information異 動 情 報

◦日本テクノストラクチャア株式会社	 事業部長	 菅　野　東　治	 2022年	 5月	 1日

協会代表者変更

◦常磐システムエンジニアリング株式会社	 代表取締役会長	 福　田　　　岳	 2022年	 2月	 1日
◦常陽コンピューターサービス株式会社	 専務取締役（代表取締役）	 塩　原　　　隆	 2022年	 4月	 1日
◦株式会社ユードム	 顧問	 皆　川　藤　孝	 2022年	 6月	 23日
◦筑波総研株式会社	 顧問	 野　口　稔　夫	 2022年	 6月	 27日

協会代表者職位変更

◦デジタルスクエア株式会社　　　　　	茨城県水戸市大町1-2-6　水戸プライムビル6階	 2022年	 4月	 1日

住 所 変 更 ※ビル名変更のみ

理解セミナー

開催地域

昨年に引き続き、茨城大学工学部情報工学科の上
田教授のご協力のもと、2022年３月２日～４日まで
の３日間にわたり、「 IBIS茨城大学工学部　オンラ
イン企業説明会」を実施いたしました。

コロナ禍という状況もあり、MicroSoft Teamsを
利用したオンラインでの企業説明会となり、会員企
業様13社に対し、のべ27名の学生が参加致しました。

昨今、夏インターンシップを始め、秋冬インター
ンシップと、早期より学生と接する企業も増えてお
り、今後の合同企業説明会の在り方、実施方法等も
状況を踏まえて検討していかなくてはならない時期
となってきたと感じました。

ご参加いただきました企業様、誠にありがとうご
ざいました。

茨城県立産業技術短期大学校（県立IT短大）の全
面的なご協力を頂き、「産技短地域IT業界理解セミ
ナー」をオンライン形式で開催する事ができました。
今年で７回目となります。本セミナーは、短大で学
ぶ学生の皆さんに、この地域のIT企業をより多く知っ
て頂く機会として、総務広報委員会が毎年実施してい

るセミナーとなります。まだまだ、コロナ禍の影響は
受けており、対面での実施は難しいとの判断を受け、
前年度同様にオンラインでの実施となりました。
学生の皆さんには、短大内の教室にスクール形式
で着席していただき、スクリーンへ投影された各企
業からの業界説明を落ち着いた表情で真剣に聞いて
頂きました。時折メモをとりながら理解を重ねる姿
に、日頃の授業での雰囲気を垣間見る事ができ、オ
ンラインの画面上ではありますが、学生の皆さんの
これからの成長に、益々期待を持つ事ができる良い
機会となりました。参加いただいた学生の今後の進
路計画において、茨城県内のIT企業を希望する学生
が、今まで以上に増える事を期待しております。
素晴らしい環境で学ぶ学生の皆さんとの交流の機
会、そして当協会の事業計画に対する先生方の温か
いご配慮に、心より感謝申し上げますと共に、総務
広報委員会は、今後も地域との繋がりを深め、良い
関係性を築き続けていきたいと活動して参ります。

▪ 開催方法：オンラインによる開催（Microsoft Teams）

▪ 開 催 日：2022年３月２日（月）～４日（火）
▪ 参加企業：13社

茨城県立産業技術短期大学校

開 催 方 法

茨城大学工学部

開 催 日

参 加 企 業
参加対象学生

総務広報委員会

総務広報委員会


